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寄

生

よ也

主

制

の

形

成

過

程

l
l備
中
酒
津
村
梶
谷
家
を
中
心
に

1
1
l

内

藤

正

中

t土

じ

め

本
稿
て
の
わ
た
し
む
課
題
は
、
寄
生
地
主
制
¢
成
立
に
か
ん
し
て
、
備
中
園
窪
屋
郡
沼
捧
村
(
現
在
の
倉
敷
市
酒
津
)
梶
谷
家
K
、

具
程
的
な
例
詮
を
も
と
め
つ
づ
、
成
立
の
経
済
的
基
盤
、
村
落
共
同
鰹
と
の
関
連
、
領
主
権
力

i
倉
敷
代
官
所
と
む
闘
係
た
ど
白
勲
か

ら
、
成
立
期
の
寄
生
地
主
制
白
具
韓
的
構
造
を
、
機
構
的
に
は
あ
く
し
、
か
っ
、
明
治
維
新
史
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
歴
史
的
役
割
を
、

あ
吉
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
D
て
あ
る
。

普
請
棟
上
祝
儀
費
」
)
、

己
こ
て
と
り
あ
げ
る
梶
谷
家
は
、
村
草
分
の
村
山
恒
人
筋
の
家
柄
て
は
な
く
、
明
和
頃
(
一
七
六
0
年
代
)
分
家
し
『
過
去
帖
」
「
}
究
明
三
年

中

長

居

と

し

て

木

棉

生

産

を

基

盤

に

没

展

し

た

も

の

で

あ

っ

た

。

「

平

野

と
く
に
、
寛
政
以
降
二
七
八
九
)

屋
」
の
屋
競
を
と
社
え
、
綿
商
と
し
て
活
躍
し
た
己
と
は
、

そ
り
一
後
の
裂
展
を
困
問
著
に
さ
せ
た
(
「
寛
政
大
年
掛
方
」
「
寛
政
六
年
寄
出
帖
」
)
。

か
く
て
、

木
綿
商
・
質
屋
・
地
主
た
る
平
野
屋
伊
平
次
の
財
官
は
、

す
で
に
交
政
一

一
年
(
一
八
ニ
凡
)

「
備
中
園
O
持
角
力
」
て
、

「
東
前
頭
筆
頭
し
に
位
置
す
る
備
中
屈
指
白
商
業
資
本
と
し
、
土
地
所
有
ゼ
も
五
五
四
右
徐
(
う
ち
居
村
六
六
右
犠
他
村
四
八
八
右
徐
)

寄
生
地
主
制
の
影
成
過
程

第
七
十
五
巻

O 
五

第

強

九



寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

第
七
十
五
巻

一O一六

第

童書

囚
O 

を
も
っ
、

近
郷
さ
つ
亡
の
大
地
主
た

b
し
め
た
の
で
あ
る
(
「
丈
位
二
二
年
乍
恐
以
寄
付
事
申
上
候
」
)
。

て
に
以
上
白
よ
う
な
経
済
的
基
盤
を
き
づ
い
た
梶
谷
家
は
、
明
治
以
降
に
お
い
て
も
、

徳
川
幕
藩
強
制
下
に
あ
ヲ
て
、
ナ

一
O
O
町
歩
地
主
と
し
て
、
明
治
二
=
一
1
四
回

年
「
貴
族
院
議
員
多
額
納
税
者
議
員
選
出
互
選
人
名
錨
」
陀
登
記
さ
れ
て
い
た
膝
下
屈
指
心
大
地
主
で
あ
っ
た
。
さ

b
に
戦
後
農
地
改

革
て
は
、
同
五
八
町
九
反
飴
、
畑
六
反
飴
が
解
放
さ
れ
た
が
、
い
ま
な
お
、
岡
山
ト
ヨ
タ
自
動
車
重
役
・
岡
山
田
脚
生
活
協
同
組
合
連
合

合
理
事
長
・
倉
放
市
公
安
委
員
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
公
私
幾
多
の
要
職
を
つ
と
め
て
い
る
ほ
ど
の
も
の
て
あ
る
。

な
お
、
木
稿
て
利
用
す
る
梶
谷
家
文
書
は
、
げ
ん
ざ
い
倉
敷
市
沼
津
梶
谷
堅
一
郎
氏
方
と
、
京
都
大
塵
経
済
曲
学
部
固
書
室
と
に
、
二

分
さ
れ
て
保
存
し
て
あ
る
。
ま
た
文
書
の
一
部
は
、
農
政
調
査
曾
編
「
小
作
騒
動
に
閲
す
る
史
料
集
』
(
昭
和
二
九
年
)
に
、
「
備
中
沼

津
梶
谷
家
の
小
作
問
題
L

と
し
て
盈
哀
し
亡
あ
る
の
ゼ
、
あ
わ
社
て
仰
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
芭
h
わ
」
円
で
あ
る
。

害
生
地
主
的
土
地
所
有
の
前
進

1
i
l
寄
生
地
主
制
の
形
成
を
め
く
っ
て
l

i

幕
藩
開
制
の
基
本
的
矛
盾
は
、
領
主
と
農
民
心
針
立
て
あ
り
、
領
主
的
土
地
所
有

l
封
建
貢
租
と
農
民
的
土
地
所
有

l
匹
芽
的
利
潤

と
の
針
立
で
あ
る
。
だ
か

b
、
農
民
心
プ
ル
ジ
ョ

7
的
登
展
が
、
惣
百
姓
一
撲
に
ま
も
ら
れ
て
す
す
む
と
き
、
幕
藩
領
主
的
土
地
所
有

に
封
抗
し
、
か
っ
盤
倒
し
て
、
モ
の
な
か
か
ら
農
民
的
土
地
所
有
は
前
進
さ
せ
ら
れ
て
ゆ
く
。

(
註
)
享
梓
年
聞
に
い
た
る
と
、
農
民
的
土
地
所
有
の
前
誌
は
め
ぎ
ま
し
〈
、
封
建
的
支
配
階
枇
の
イ
J

ア
オ
ロ
ー
グ
た
る
萩
生
但
掠
(
「
政
談
」
『
日
本

経
済
叢
害
』
春
三
五
二
一
一
貝
)
・
田
中
五
隅
(
「
民
同
省
要
L

『
日
本
経
酔
叢
書
』
春
一
六
七
ヒ
頁

)ι
が
、
関
汎
な
「
土
坤
の
商
品
化
」
の
事

貨
を
認
め
、
か
っ
「
田
畑
J

部
代
置
買
禁
止
令
」
の
批
剣
を
L
て
い
る
L
、
さ
ら
に
享
保
改
革
で
は
府
軍
吉
宗
に
た
い
し
て
、
犬
同
越
前
す
か
L
、
底

止
意
見
が
磐
申
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
(
『
徳
川
禁
帝
考
』
第
ご
快
一
丸
丸
頁
)
。



だ
が
、
農
民
的
土
地
所
有

i
農
民
的
商
品
経
済
の
登
展
は
、
民
富
の
成
立
と
と
も
に
、
そ
の
分
裂
か
ι

き
た
さ
ぎ
る
を
え
た
く
た
る
。

る
農
民
諮
階
級
が
、

か
く
し
て
と
こ
で
は
、
幕
藩
領
主
的
土
地
所
有

m
b、
農
民
的
土
地
所
有
が
か
ち
と
っ
た
匪
芽
的
利
潤
を
め
ぐ
っ
て
、
分
裂
し
つ
つ
あ

い
か
た
る
か
た
ち
て
分
け
あ
う
か
が
問
題
と
た
っ
て
〈
る
。
す
な
わ
ち
、
農
民
唐
山
階
級
分
化
合
反
映
す
る
世
一
一
巴

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
一
撲
小
作
騒
動
D
た
た
か
悼
を
基
軸
げ
、
農
民
的
土
地
所
有
の
分
解
1
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
の
形
成
の
問
題
が
、

己
こ
ぞ
上
程

ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
沼
津
村
伊
不
決
心
土
地
集
積
過
程
主
ワ
う
じ
て
、
さ
ら

r兵
閥
的
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
表
梶
谷
家
の
土
地
集
積
過
程

一
ー
ハ
同
凶
明
岡
山
田
岡
崎
三
哩
宿
直
宮
司
畑
仕
点
入
川
畑
一

一

三

配

一

守

一

耕

一

二

三

一

弘

一

三

一

四

一

一

二

三

一

七

一

油

一

姐

一

川

一

一

二

4
2一
言

一

=

一

一

司
い
同
州
当
別
出
割
引
が
E
l
引

E「
J
E
「
4u-「
」
引

同
倒
回
附
同
日
間
引
出
川
阿
川
閏

μ門
川
凹

l
u凶
;
ハ
引
引

一区

μ一位
h
l
一臥」

f
内

tGIt--直
直
|
|
」
直

1
1
F
I
-
-
-
-
J
E
1

丈
斗

τ註一一
司
一
一
主
・
三
一
九
二
一
九
0
・

5一
一

三

八

一

一

一

三

二

一

一

九

一

五

二

三

日
間
間
同
:
川
出
国
門
回
日
出

元
治
一
明
泊
五
一
』
耳
目
コ
二
会
」
J
d
l
J
4
1
一

五

三

九

二

凶

二

一

一

υ
・九

E
出回
l
区
下
「
I
l
-
-
ぃl
i
l
-
-に
一

仁

i
l
i
-
-
t

(
備
考
)
現
存
す
る
田
畑
賀
入
訟
丈
全
部
の
集
計
に
よ
る
。

寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

第
七
十
五
巻

一O
七

第

按

穴
三
・
ニ
四
一

四



寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

第
七
十
五
巻

O 
ノ1

第

競

四

第
一
表
て
は
、
明
和
天
明
と
文
化
1
文
政
D
ふ
た
つ
り
ピ
ー
ク
が
特
徴
的
て
あ
る
。
こ
の
三
時
期
は
、
寛
政
・
天
保
の
一
一
大
改
革

士
、
そ
れ
く
れ
ひ
か
え
て
い
る
こ
と
て
も
注
目
さ
れ
る
。
わ
た
し
は
、
以
下
寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程
士
、
ム
速
の
理
論
的
前
提
を
ふ
ま
え

づ
っ
、
こ
の
特
徴
的
な
ふ
た
つ
の
時
期
を
中
心
に
し
て
、
農
村
心
動
態
・
領
主
楼
カ
の
封
障
な
ど
か

b
、
あ
き
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

日月

和

天

明

期

営
時
の
目
録
か
ら
、
こ
の
期
D
農
村
事
情
を
う
か
が
む
う
。

右
十
六
ケ
村
の
地
は
、
海
内
第
一
の
上
肝
に
し
て
、
瓦
殻
よ
く
生
熟
し
、
草
綿
b
t
窪
し
、
諸
品
乏
し
か
ら
ず
、
最
上
町
一
仰
知
仔
既
に
御
座
凶
慮
、

凡
そ
豆
十
年
巴
来
は
、
御
役
人
の
御
方
御
経
済
の
誼
に
う
と
く
、
地
の
利
を
収
納
る
事
に
御
、
山
附
不
申
出
故
、
い
つ
と
な
く
田
畑
疲
れ
、
昔
時
=
一
百
坪

に
三
斗
宝
升
入
の
貫
米
入
俵
よ
り
十
一
一
一
俣
を
作
杭
品
地
所
に
て
も
、
}
近
年
は
よ
う
よ
う
王
大
俵
た
ら
で
は
生
じ
不
申
品
。
御
上
御
収
米
に
さ
L

て
勝
劣
は
見
え
不
申
出
て
も
、
百
姓
の
懐
に
て
江
、
大
に
け
ふ
じ
申
す
故
、
村
々
賛
家
多
く
、
他
方
へ
出
て
奉
会
の
か
せ

F
、
或
は
小
商
人
と
な
り
、

上
回
も
下
回
と
成
申
凶
，

い
よ
い
よ
地
の
利
世
帯
く
L
、
又
は
夫
役
陣
復
等
昔
時
に
十
倍
も
相
増
す
故
、
無
様
農
業
の
遣
を
失
い
、
金
肥
士
友
を
入
申
U
事
も
不
相
属
、
自
然
と

(
古
川
古
松
軒
天
間
入
年
「
古
川
反
古
」
『
吉
備
群
害
集
成
』
一
巻
四
一
一
一
一
頁
)

右
の
資
料
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
心
地
方
て
D
綿
作
首
巾
心
と
す
る
農
民
的
商
品
経
済
白
登
展
は
、

を
産
し
、
諸
品
乏
し
か
ら
ず
」
と
い
わ
れ
た
一
冗
蔽
1
享
保
期
の
「
繁
殺
し
、
す
な
わ
ち
民
官

l
小
皆
業
を
成
立
宵
せ
、
農
民
階
級
に
匹

芽
的
利
潤
む
形
成
す
ら
も
た
ら
し
た
。
だ
が
、
成
立
し
た
民
宮
は
、
同
時
に
分
解
を
よ
ぎ
左
く
さ
れ
、
農
民
居
心
階
級
分
化
を
激
化
し
、

「
五
穀
よ
く
生
熟
し
草
綿

I;f←寸
享品
保均
三if;1j

"F 俣
備・
中イl!l

田喜
男会
主主停

李主

と土
こ F、
z 租

ぷ襲
改整
草す守

警貢
農 11l

E号
封主

建白
領苧

苦手
弓与 c 

t重要
主事
量量
雪量
全 17
低金
止ニ乞
とと
仲さ

逼-ll:
に υ

貢 2
租ぇ

増
徴
政
策
に
と
も
占
な
わ
れ
て
、
さ
き
り
「
古
川
反
古
」
の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
強
率
貢
租
iv農
村
窮
乏

L
生
産
力
D
減
退
↓
脱



農
民
化

L
農
村
人
口
減
少
白
悪
循
環
を
結
果
し
、
よ
り
一
居
封
建
的
危
機
を
ふ
か
め
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
ぞ
、

己
の
地
方
て
心
享
保
以
前
、
せ
い
苦
い
正
徳
以
前
ご
七
一
O
年
以
前
)

の
、
農
民
勝
一
心
階
級
分
佑
は
、
村
役
人
居

l
重

株
百
姓
へ
の
土
地
集
巾
e

地
主
千
作
経
営
心
部
皿
展
を
結
果
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
五
徳
年
間
を
劃
胡
と
し

τ明
和
・
天
明
朗
h
v
b
h
v
、

木
綿
生
産
を
基
軸
と
し

τ沿
こ
っ
た
中
農
暦
の
分
解
は
、
寛
永

l
正
徳
期
王

O
右
1
一
O
右
所
持
心
地
主
手
作
経
営
を
縮
少
さ
せ
、
他

方
分
解
す
る
中
農
厨
の
な
か
か
ら
は
、
経
叫
営
を
撰
犬
し
、
小
帥
官
業
者
と
し
て
顕
著
な
上
昇
を
一
示
す
も
む
も
あ
ら
わ
れ
、
や
が
て
は
村
方

騒
動
主
も
ひ
き
お
こ
す
の
で
あ
っ
た
。

(
註
)
沼
津
村
の
隣
村
宜
取
村
に
ヲ
い
て
み
る
。
五
O
石
1
一
O
石
居
円
盤
佑
は
、
元
和
五
年
三
六
一
九
)
一
二
人
、
寛
永
一
丸
年
(
二
ハ
四
一
ニ
)

四
O
人
、
疋
徳
一
年
(
一
七
一
一
)
三
八
人
、
丈
政
一
三
年
(
一
八
二
九
年
)
一
六
人
で
あ
る
が
、
丈
政
期
で
は
、
そ
の
顔
ぶ
れ
が
一
麓
ず
る
。
す

な
わ
ち
、
村
校
入
居
は
泣
落
L
、
代
っ
て
「
新
時
祇
L

E
い
わ
れ
る
も
の
が
で
で
き
長
。
ま
た
、
担
主
手
作
紐
皆
位
、
村
俊
人
静
を
中
心
主
L
て
担

り
、
「
下
人
」
敷
は
、
寛
永
↓
正
徳
で
は
飛
躍
的
に
増
加
L
、
E
徳
を
頃
枯
ー
と
し
て
以
後
減
少
傾
向
を
た
ど
る
(
以
上
の
詳
細
は
別
稿
「
幕
政
改
芋

の
枇
曾
的
基
盤
」
堀
江
英
一
編
『
雄
政
改
市
の
研
究
』

l
近
刊
践
定
で
分
析
す
る
は
ず
で
あ
る
)
。

こ
こ
で
は
、
正
徳
期
以
降
白
地
主
千
作
経
瞥
白
縮
少
佑
と
い
う
事
貫
主
中
心
に
、
農
民
暦
階
級
分
化

i
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
形
成

を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
主
手
作
経
瞥
成
立
の
前
提
と
し
て
は
、
手
作
地
主
と
、
そ
れ
に
第
働
力
士
放
出
す

る
小
農
民
経
瞥
と
が
あ
っ
た
。
農
民
暦
の
階
級
分
化
が
進
行
し
て
い
る
以
上
、
つ
ね
に
手
作
地
主
へ
の
努
働
力
は
確
保
さ
れ
る
は
ず
で

あ
る
。
だ
が
、
現
究
の
問
題
と
し
て
は
、
営
時
D
農
村
て
は
、
作
奉
公
人
不
足
D
現
象
が
あ
ら
わ
れ
、
給
金
高
騰
と
あ
い
ま
っ
て
、
地

主
手
作
経
営
を
危
機
に
治
と
し
い
れ
た
の
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
は
、
作
奉
公
人
給
金
を
上
ま
わ
る
よ
り
有
利
友
職
業
の
存

「
他
方
へ
出
て
奉
公
の
か
せ
ぎ
或
は
小
商
人
と
た
り
」
と
謹
ベ

b
れ
て
い
る
よ

在
主
意
味
し
て
い
る
。
さ
き
り
「
古
川
反
古
」
に
も
、

寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

第
七
十
五
巻

一O
九

第

t虎

四



寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

第
七
十
五
巷

O 

第

践

四
国

う
に
、
農
民
的
商
品
経
済
白
褒
展
は
、
一
位
合
的
分
業
を
ゐ
し
す
す
め
、
農
業
以
外
に
商
工
業
を
う
み
だ
し
、
同
時
に
農
民
的
商
品
経
済

の
設
展
が
っ
く
り
だ
し
た
法
務
農
民
主
、
職
人
、

「
他
所
奉
公
停
止
」
「
商
工
の
末
利
禁
止
↑
を
の
べ
て
い
る
)
。

小
商
人
、

事
会
人
と
し
て
吸
牧
し

τゆ
く
(
寛
政
期
の
領
主
法
度
位
、
〈
P
か
え
L
て

か
く
し
て
、
代
官
所
所
在
地
倉
敷
村
は
、
近
郷
農
村
か
ら
の
流
入
移
住
者
に

よ
っ
て
、
元
録
安
永
八

0
年
間
に
、

F
数
人
口
と
も
に
一
一
倍
に
増
大
し
、
世
舎
的
介
業
に
と
も
左
う
種
々
心
農
業
外
職
業
従
事
者
を
、

全
戸
数
の
牟
分
も
か
ぞ
え
る
商
工
業
的
村
落

l
地
方
市
場
へ
と
麗
質
し
た
の
で
あ
る
(
拙
稿
「
近
世
村
落
の
棒
蓋
麓
化
k
村
方
騒
動
」
『
経
神

論
叢
』
七
回
巷
二
艶
)
。

だ
が
他
方
農
村
て
は
、
階
級
分
化
の
進
行
と
と
も

r、
年
貢
負
婚
者
は
股
潜
離
村
し
、
農
業
外
に
職
を
も
っ
た
た
め
、
作
奉
公
人
不

足
・
給
金
高
騰
へ
と
と
で
の
商
騰
と
位
、
都
市
に
お
け
る
作
料
貸
鈍
に
吋
比
し
て
の
村
駒
山
な
も
の
)
と
た
島
、
地
主
手
作
経
皆
の
危
機
を
も
た

ら
し
た
。
そ
れ
は
「
高
持
の
者
共
減
人
致
出
問
、
御
同
地
荒
同
様
相
成
」

(
「
寛
政
七
年
備
中
足
号
護
法
度
」

『
吉
備
郡
且
ι
下
二
八
八
三
頁
)

領
主
は
、

と
い
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
封
建
領
主
心
貢
租
臨
系
の
一
関
壌
で
あ
り
、
い
き
沿
い
年
貢
徴
収
は
減
退
せ
ざ
る
を
え
左
い
。
か
く
し
て
、
封
建

「
脆
農
民
化

L
I商
人
化
、
職
人
化
阻
止
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
は
ら
っ
て
、
農
村
人
口
を
維
持
し
よ
う
と
し
(
寛

政
三
年
幕
府
の
蹄
間
以
令
、
寛
政
六
年
備
中
岡
田
幕
法
度
、
寛
政
七
年
備
中
見
守
帯
法
度
『
吉
備
郡
史
』
下
ニ
八
ユ
七
二
八
八
三
頁
)
、
ま
た
奉
公
人
給

料
、
円
雇
賃
銭
騰
貴
を
制
限
す
る
こ
と
に
工
っ
て
(
寛
政
七
年
備
中
且
守
帯
法
度
、
同
上
書
二
八
八
三
頁
)
、
作
奉
公
人
不
足
に
な
や
む
地
主
手

作
経
世
冨
の
危
機
を
回
准
し
よ
う
と
こ
と
ろ
み
る
ロ
だ
が
す
ぞ
に
、
手
作
地
主
の
生
産
力
的
護
展
は
停
滞
し
、
小
曲
民
民
経
皆
一
般
の
生
産

(古〕

カ
に
〈
ら
へ
て
、
よ
り
低
作
な
も
の
で
あ
る
と
き
、
作
奉
公
人
給
料
を
都
市
心
商
工
業
な
み
に
引
上
げ
る
こ
と
は
、
経
常
の
破
碇
以
外

を
意
味
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
主
た
、
物
侵
騰
貴
に
も
と
づ
く
附
料
代
、
曲
置
問
丹
代
の
値
上
り
は
、
低
生
産
物
債
格
と
の
シ
エ

l
レ
を
一

屠
披
大
し
、
そ
の
上
改
革
後
の
重
税
が
こ
れ
に
く
わ
わ
っ

τは、

「
さ
て
さ
て
手
作
は
間
に
合
わ
ぬ
も
の
な
り
」
と
、
田
中
丘
隅
に
代



排
さ
れ
る
手
作
地
主
の
経
管
轄
換
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

(
設
)
手
骨
地
主
の
生
産
力
偲
位
陸
、
小
農
民
経
皆
の
洞
酎
的
優
位
を
提
察
さ
れ
た
安
良
域
諸
昭
氏
の
設
は
軍
要
で
あ
る
(
「
太
閤
検
地
円
陣
史
的
意

義
」
『
歴
史
皐
研
究
』
一
六
七
臨
ニ
一
頁
以
下
)
。
そ
れ
は
、
寄
生
地
主
制
の
下
に
句
引
け
る
高
額
小
作
料
保
護

ω
前
提
で
あ
り
、
手
作
地
主
主
り
寄

生
地
主
「
の
串
詩
的
断
紹
ん
に
考
え
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。
ー
と
く
に
前
症
の
よ
う
に
、
正
抽
加
を
項
貼
と
し
て
、
龍
村
役
人
暦
中
心
の
地
主
手
作
鰹

静
が
念
謹
に
縮
宇
僻
腫
化
し
、
そ
れ
に
代
る
中
農
府
分
解
の
な
か
か
わ
新

ιし
い
寄
生
地
主
が
成
長
し
て
く
る
こ
の
地
方
で
の
腔
具
的
事
貨
に
印
し

て
も
、
千
作
地
主
に
お
け
る
生
産
力
の
低
位
を
考
え
ね
ば
な

ιな
い
。

己
己
に
ι
点
い
て
と
ら
れ
た
領
主
的
封
躍
が
、
土
地
寺
質
入
・
費
却
し
て
「
股
曲
目
民
牝
し
し
よ
う
と
す
る
島
民
屠
を
ば
、
あ
た
か
も
七

地
を
集
積
し
つ
つ
あ
る
地
、
?
?
の
も
と
に
小
作
人
「
し
て
組
み
入
れ
、
定
着
吉
せ
る
守
宅
地
ギ
制
の
生
成
で
あ
っ
た
。
、
も
ち
ろ
ん
封
建
領

主
は
、
幕
末
に
い
た
る
ま
で
、
一
貫
し

τみ
ず
か
ら
の
生
岸
物
地
代
原
則
貫
徹
の
た
め
、
領
主
的
土
地
所
有
を
お
し
と
治
そ
う
と
し
て

hsp、
わ
れ
わ
れ
は
、
手
ぽ
を
し
て
地
主
擁
護
、
封
建
領
主
の
パ

y

グ
・

7
7
プ
を
語
る
と
と
は
許
ぎ
れ
た
い
。
領
主
的
士
地
所
有
に

調
立
す
る
寄
生
地
主
的
土
胡
所
有
は
、
封
建
的
危
機
陀
針
昨
慨
す
る
、
不
シ
サ
リ
・
イ
1
ず
と
し
て
許
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
寛
政
六
年

備
中
岡
田
落
「
御
年
貢
上
納
方
定
」
に
は
、
年
貢
未
準

l
借
金
増
大

i
帥
陥
落
化
一
世
防
止
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
ぞ
の
年
三
割
、

「
毎
歳
利

と
利
を
墨
掛
け
」
る
複
利
方
式
を
禁
止
し
、
年
一
割
豆
歩
の
低
利
貸
付
白
法
的
措
置
が
と
ら
一
れ
、
同
時
陀
「
小
作
米
古
不
足
・
・
:
:
小
作

人
の
質
官
と
其
年
の
農
凶
を
見
計
い
是
叉
難
儀
致
吉
ぎ
る
工
う
温
々
ゆ
る
く
取
立
申
す
ベ
〈
伸
、
右
の
趣
必
ず
非
常
の
取
烹
致
き
ざ
る

様
、
村
役
人
並
に
地
、
王
共
も
っ
と
も
心
を
用
い
申
ナ
ベ
く
凶
」
と
命
じ
て
、
あ
き
ら
か
に
、
年
貢
負
櫓
者
ぜ
あ
る
農
民
暦
の
分
解
阻
止

を
こ
と
ろ
み
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、

地
主
に
た
い
し

τ
「
小
作
入
所
持
の
田
川
家
財
迄
不
足
高
に
隠
じ
、

地
主
方
へ
引
取
支
配
致

し
」
と
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
「
小
作
米
の
儀
は
、
其
地
面
御
年
貢
地
主
よ
り
上
納
致
L
H
W
事
に
hm
得
ぽ
、
同
事
責
御
年
貢
同
様
。
現

も
こ
れ
あ
る
事
」
と
貢
租
米
確
保
を
前
提
と
し
て
D
み、

寄
生
地
主
制
円
形
成
過
程

封
建
領
、
壬
が
規
定
し
て
い
る
も
白
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
と
く
に
注
意
し
な
け

第
七
十
五
巻

第

宮居

四
五



寄
生
地
主
制
の
形
成
温
程

第
七
十
五
営

第

蛇

四
ノ、

れ
ば
た
ら
な
い
(
吋
吉
備
郡
史
』
下
一
二
三
六
一
一
貝
)
。

寄
生
地
主
的
土
地
所
有
成
立
へ
の
第
一
段
階
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
農
民
的
土
地
所
有
の
前
進
農
民
的
土
地
所
有
の
分
解
の
所
産

で
あ
っ
た
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
の
形
成
は
、
分
裂
し
つ
つ
あ
る
農
民
諸
階
級
聞
の
釘
抗
世

置
し
一
撲
を
め
ぐ
っ
て
護
展
し
て
ゆ
く
。

化
ー
文
政
期

第
二
女
ピ
l
グ
化
政
期
は
、
容
生
地
主
的
土
地
所
有
稜
展
に
大
き
た
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
第
一
表
て
は
、
賀
入
商
績
を
は
じ

め
、
各
項
目
と
も
に
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
句
Q
が
、
と
く
に
一
筆
首
り
面
積
、
お
よ
び
一
人
首
り
頁
却
面
積
増
加
が
意
味
す
る
内
容
は

主
要
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
質
入
賢
波
て
は
、
一
時
的
な
念
場
を
し
の
ぐ
と
い
う
性
格
と
、
零
細
小
農
の
設
諮
化
の
た
め
、

小
面
積
て
の
主
地
移
動
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
期
て
は
、
一
人
皆
り
良
町
出
積
、
一
筆
営
り
責
波
面
積
の
敵
手
が
表
明
す
る
ま

と
ま
っ
た
面
積
を
も
っ
者
、
比
較
的
大
き
い
岡
畑
を
も
っ
者
、
す
た
わ
ち
、
中
農
貯
の
自
立
操
業
経
瞥
の
崩
壊
が
顕
著
と
在
る
。
己
の

『
同
本
相
作
要
説
』
の
著
者
が
報
昔
し
て
い
る
よ
う
な
、
新
b
し
い
濁
自
の
経
営
法
|
「
亥
肥

l

文
地
方
て
の
棉
作
経
借
に
つ
い
て
は
、

植
物
還
冗
法
」
が
考
案
普
及
さ
れ
る
ほ
ど
、

登
展
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
が
、
生
産
物
侵
格
と
肥
料

代
・
農
共
代
と
の
シ
エ

l
ν

の
搬
太
に
と
も
な
い
、
畿
内
棉
作
地
帯
の
中
農
居
護
展
が
挫
折
さ
せ
ら
れ
た
と
同
様
(
古
島
敏
雄
・
永
原
慶

き
わ
め
て
高
い
生
産
力
止
、

ニ
『
商
品
生
置
と
寄
草
地
主
制
』
二
O
阿
賀
以
下
)
、
こ
こ
で
も
中
長
居
心
強
展
を
阻
止
し
、
波
落
せ
し
め
た
り
で
あ
っ
た
(
こ
の
こ
と
は
、
君

政
村
繰
綿
問
屋
蓮
上
鵠
が
、
寛
政
を
頂
黙
左
L
て
、
丈
化
以
降
'
と
く
に
減
少
し
て
い
る
と
と
陀
も
持
躍
す
る
。

取
市
京
町
小
野
家
之
書
)
O

さ
b
江
、
肥
料
の
使
用
に
あ
た
っ
て
「
干
鰯
泊
粕
の
代
銀
、
上
の
農
人
は
銀
七
十
円
、
中
の
農
人
は
五
十
目
、

「
賓
暦
九
主
り
繰
綿
問
屋
運
上
之
民
」
倉

下
は
四
十
目
入
る
る
た
り
、
但
銀
一
匁
は
干
鰯
の
粉
二
升
に
あ
た
る
た
り
」

(
大
誠
永
常
「
桶
問
要
務
」

『
日
本
科
墜
古
典
圭
害
』

告



五
頁
)
と
、

こ
の
地
方
を
例
に
記
し
て
い
る
こ
と
は
、

棉
作
が
そ
の
多
く
を
肥
料
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
中
以
下
の
農
民

の
牧
獲
は
、
上
層
地
主
、
豪
曲
直
に
比
し
て
小
量
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
い
き
沿
い
借
金
前
借
て
、
肥
料
を
購
入
し
、
干
鰯
商
、
棉

問
屋
へ
の
依
存
度
を
ふ
か
め
て
ゆ
く
事
情
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
c

こ
う
し
た
商
業
費
本
の
、
生
産
者
に
た
い
す
る
前
貸
支
岡
は
、
そ
の

典
型
を
倉
敷
村
の
「
新
時
訳
」
商
人
地
主
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
(
か
れ

ιは
、
棉
商
、
干
鰯
屋
、
袖
世
町
主
唱
し
て
、
寛
脱
文
化
忙
念
識

に
上
昇
し
、
丈
政
期
の
村
方
騒
動
を
円
き
羽
ζ

ナ
拙
稿
「
近
世
村
落
の
構
謹
離
化
正
村
方
騒
動
L

『
経
消
論
叢
』
七
回
笹
ニ
按
)
、
酒
津
村
伊
平
次
の

場
合
も
同
様
で
あ
る
。
か
れ
が
、
寛
政
年
間
よ
り
木
綿
の
流
通
過
程
に
手
を
そ
め
た
こ
と
は
、
す
て
に
指
摘
し
た
が
、
佑
政
よ
り
天
保

に
か
け
て
は
、
即
日
耳
業
範
園
も
備
後
・
出
雲
の
稿
作
地
に
ゐ
よ
び
、
そ
こ
で
白
商
品

l
木
綿
集
荷
は
、
肥
料
前
貸
を
諮
ず
る
も
白
が
支
配

的
で
あ
っ
た
(
「
天
保
七
年
算
用
眠
」
そ
の
他
」
)
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
借
金
詮
文
中
、
木
綿
を
捨
保
と
す
る
も
の
が
多
く
見
b
れ
る
こ
と

と
も
符
節
主
合
す
る
。
こ
白
工
う
な
棉
作
経
借
り
ゆ
き
つ
ま

P
を
主
因
と
す
る
申
農
暦
の
護
展
挫
折
・
浪
落
化
は
、
第
二
表
白
主
う
に
、

化
政
期
に
激
増
す
る
「
村
辻
借
用
詮
文
」
に
よ
づ
て
も
確
詮
て
き
る
の
ゼ
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
中
長
暦
の
淡
落
は
、
村
高
年
貢
納
入

の
中
堅
農
民
貯
の
解
四
国
て
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
村
年
貢
皆
済
困
難
を
結
果
し
て
く
る
。

事

表

相

谷

家

の

金

銭

貸

代

過

程

十
制
丈
均
一

宜

保

三

賓

暦

一

三

一

十

(
広
岡
凶

ι
E
b戸
い
|
|
「

明

和

一

天

明

三

一

I

一

戸
防
除
阿
l
l

一k
b戸
一

い

じ

天

明

四

i
享

和

三

一

二

一

(
一
七
八
四
一
八

O
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:
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一

託
金

貸

金|人

貸

額|刊

四
六
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八
九
O
(
註
1

寄
生
地
主
制
の
形
回
温
程

第
七
十
五
巻

第

競

四
-{; 



寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

第
七
十
五
台

四

第

強

四
/、
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戸一、政 FO 1 4ι 
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七
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四
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金
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主

。八米ニ五三世
四・一・ 同

三九一七
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雨0雨0 俵五

註
1
、
四
六
貫
八
九
O
抵
の
う
ち
、
一
人
で
四
O
貰
の
借
用
者
あ
り
。

2
、
八
八
貫
一
主
O
鬼
の
う
ち
、
大
名
貸
ニ
O
貫
を
含
む
。

(
備
考
)
現
存
す
る
借
金
諮
文
全
部
の
集
計
に
よ
る
。

こ
う
し
て
化
政
期
以
降
て
は
、
中
曲
目
居
心
浪
落
を
基
盤
に
、
会
遮
に
地
士
一
へ
の
土
地
集
積
が
お
こ
た
わ
れ
る
。
だ
が
同
時
に
、
登
昼

を
挫
折
さ
せ
ら
れ
た
法
務
中
農
居
を
主
導
者
と
す
る
高
利
貸
商
人
・
寄
生
地
主
・
村
役
人
陀
た
い
す
る
世
直
し
一
撲
も
、
天
明
以
降
激

『
吉
備
地
万
虫
』
六
践
)
、
化
政
期
に
瀕
登
し
た
小
作
騒
動
(
梶
谷
家
の
場
骨
に
づ
い
て
は
後
越
)
と
と
も
に
、

農
民
的
商
品
経
済
の
用
車
展

l
農
民
的
土
地
所
有
の
褒
展
が
か
ち
と
つ
央
臨
芽
的
利
潤
の
分
間
を
め
ぐ
っ
て
、
は
げ
し
い
た
た
か
い
が
、
農

化
し
『
岡
山
市
腕
百
姓
一
捺
年
表
L

民
階
級
内
部
て
た
た
か
わ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
直
し
一
挟

l
小
作
騒
動
の
「
弱
さ
」
は
、
寄
生
地
主
的
土
地
所
有

企
有
利
に
展
開
さ
せ
、
化
政
期
以
降
に
は
、
賀
入
と
同
時
に
小
作
詮
文
が
し
た
た
め
ら
れ
る
場
合
が
増
加
し
、
波
落
農
民
は
、
た
だ
ち
に
、

非
常
に
不
利
な
僚
件
の
も
と
に
、
寄
生
地
主
制
へ
組
み
入
れ

b
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
こ
土
は
、
か
つ
て
流
入
移
住
者
に
よ
っ
て
倍
増
し
た

隣
村
倉
敷
村
戸
数
・
人
口
が
、
明
和
以
降
明
治
ま
で
、
ほ
ー
と
ん

r増
加
せ
ず
一
、
む
し
ろ
減
少
の
と
き
す
ら
あ
っ
た
事
賞
と
も
封
躍
し
て

い
る
(
拙
稿
「
近
世
村
落
の
構
誼
麗
也
と
村
方
騒
動
」

『
締
神
論
叢
』
七
四
巻
二
腕
)
。

か
く
し
て
、
地
主
伊
平
次
の
小
作
地
は
、
支
配
溶
領
械

を
こ
え
て
描
大
宵
一
れ
、
倉
敷
天
領
・
岡
山
藩
・
岡
田
落
、
撫
川
落
・
庭
瀬
落
、
噛
尚
昆
落
、
早
島
領
、
溝
咋
領
と
、
御
料
私
額
一
九
ケ
村



に
お
よ
び
、

そ
の
預
ケ
来
高
は
、

七
二
五
石
余
が
一
計
上
す
る
ほ
ど
ぜ
あ
っ
た
(
弘
北
一
五
所
持
地
下
作
預
来
奄
幌
」

「
弘
化
一
一
年
村
々
所
持

地
算
用
控
潟
一
)
。

寄
生
地
主
制
と
村
落
共
同
龍

ー

l
A作
騒
動
主
中
心
に
|
|

寄
生
地
主
的
土
地
所
有
は
、
前
越
の
よ
う
に
、
農
民
的
商
品
経
済
の
介
裂
、
農
民
的
土
地
所
有
の
分
解
、
農
民
唐
心
階
級
分
佑
を
前

提
と
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
う
ま
れ
た
も
心
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
モ
こ
で
は
、
村
落
内
郊
の
は
げ
し
い
階
級
封
立
が
、
新

b
し

く
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
寄
生
地
主
と
村
落
共
同
開
と
の
関
連
を
、
小
作
騒
動
心
分
析
を
づ
う
じ
て
あ
き
ら
か
に
し
て

ゆ
き
た
い
の

備
中
撫
川
領
郡
宇
郡
下
撫
川
村
(
現
在
円
吉
備
町
)
に
は
、

伊
平
次
の
小
作
地
一
五

O
石
余
(
丈
佑
年
問
、
但
し
預
ケ
来
高
)
が
あ
り
、

小
作
地
九
六
筆
は
、
第
三
表
の
よ
う
に
、
五
六
人
の
小
作
人
民
配
分
さ
れ
亡
い
た
。

「一一寸て了寸
O 
石

三主|土l

?|第
二=-I~I

?|主
I~I*I ど

J、
三三」三L

/、

三三一L旦一

四
|
一
一
一
一
斗
以
マ
月

J

O 

(
備
考
)

「
丈
佑
一
一
年
小
作
訟
丈
之
事
」
よ
り
作
成

文
化
一

一
年
(
一
八
一
回
)
、

乙
己
て
「
預
ケ
米
引
分
之
犠
」
主
理
由
に
小
作
騒
動
が
ゐ
己
っ
た
(
以
下
登
料
は
「
文
佑
一
一
存
度
取
替
市

寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

第
七
十
五
巻

五

第

掠

四
九



寄
生
地
主
制
の
影
成
担
程

第
七
十
五
巷

」ノ、

第

五虎

互E

O 

議
定
詮
女
之
事
」
に
よ
る
)
。

-
下
撫
川
村
判
頭
勇
左
衛
門
撫
川
町
判
頭
吉
見
屋
普
吉
右
一
附
人
地
主
惣
代
、
小
作
方
一
同
心
者
共
相
手
取
御

年
賀
川
両
米
不
納
一
件
御
出
訴
・
:
」
と
、
小
作
料
不
和
を
地
主
側
か
ら
訴
え
て
た
。
だ
が
こ
の
年
て
は
ひ
と
ま
ず
次
の
協
定
が
成
立
し

て
落
着
し
た
。

↓
、
長
成
年
皆
本
不
納
の
分
流
行
病
に
て
耕
転
手
薄
な
ど
に
て
、
案
外
注
作
協
在
U
へ
共
、
御
利
解
の
朝
間
承
伏
仕
り
皆
開
仕
る
ベ
く
出
、
尤
去
午
年
来

}筑
後仔
年病
自に
然て
司ミ

熟極
のく
年難
柄雌
街n(T) 
座向
VJ， I工
節村
は役
場
回 γ
毎て
に見
見計
及い
び
、地
地主
寺へ
に理
相解
拘申
去っ L 
ら聞
す2 治、
、せ
其、
ま也司H
主の
小義
f乍?土
相省
主苛秋
に九
て月

題皇
遂満

員自
に致

Eh 
いす
申ベ
オt ~ 
ベ事
~ 
事

地
主
惣
代
=
名
が
「
判
頭
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
お
協
定
文
ゼ
、

「
村
役
場
に
て
見
計
い
」
と
、
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
不

在
寄
生
地
主
小
作
嗣
係
に
は
、

そ
の
村
む
村
役
人
が
介
入
し
て
き
た
む
で
あ
る
。
モ
C
結
果
は
、
づ
ぎ
む
文
政
一
一
年
(
一
八
二
八
)

争
議
て
、
は
っ
き
わ
J

と
あ

b
わ
れ
る
が
、
モ
れ
工

P
ま
え
、
ま
ず
騒
動
に
封
抗
し
て
、
不
在
地
主
伊
ヰ
次
は
、
村
役
人
の
な
か
か

b
、

小
作
米
叫
惜
敗
の
つ
地
寺
人
」
を
え
ら
び
だ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
騒
動
直
後
白
契
約
て
は
|

右
口
貴
磁
御
所
持
の
御
田
地
書
面
の
通
り
世
話
斜
に
て
、
私
に
地
寺
申
し
つ
け
ら
れ
、
承
知
仕
り
凶
脂
質
正
に
御
座
い
、
然
る
に
は
書
面
小
作
米
年
々

十
一
月
限
取
立
申
す
ベ
く
仙
、
尤
貴
殿
内
町
地
に
建
置
か
れ
M
W

土
蔵
に
積
入
品
聞
、
大
切
に
相
勤
め
な
ナ
は
勿
論
、
毎
年
十
三
月
十
円
隈
明
地
滑
な
く
請
勘

定
仕
る
べ
く
U
、
且
御
岡
地
換
所
締
い
な
ど
の
儀
も
心
附
酬
の
義
は
私
方
に
て
取
計
い
お
き
格
別
の
換
所
出
来
U
節
は
、
早
謹
御
居
申
す
へ
く
仙
、
後

詮
の
符
地
寺
語
文
侃
て
如
件

文
佑
十
一
年
成
王
月

下
撫
川
村
地
寺
入

藤
右
衛
門

酒
津
村

詮

人

惣

七

伊

平

女
殴



こ
こ
で
、

「
地
寺
人
」
藤
右
エ
門
が
、
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
を
た
し
か
め
る
資
料
は
な
い
が
、
明
治
初
年
、
治
な
じ
下
撫
川
村

て
の
寸
地
寺
人
」
が
、
営
陣
戸
匿
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
か

b
し
て
も
(
「
下
撫
川
村
預
ケ
米
畳
帳
」
)
、
藤
右
ヱ
門
を
村
役
人
と
考
え
て
、

ま
ず
あ
や
ま
り
あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
、
領
中
平
年
貢
は
、
小
作
米
か

b
支
梯
わ
れ
、
「
御
年
貢
請
取
遁
」
と
し

τ、
庄
屋
か
ら
地
主
へ
詮

ら
れ
て
い
る
こ

k
に
工
っ
て
も
、
年
賀
米

l
小
作
米
確
保
に
あ
た
る
「
地
寺
人
」
が
、
村
落
支
配
者
て
あ
る
こ
と
は
あ
き

b
か
で
あ
る
。

〉
し
す
れ
ば
、
不
在
地
宇
一
は
小
作
隠
動
の
危
機
に
た
加
し
て
、
村
俊
人
か
ら
「
地
寺
人
」
を
選
任
し
、

「
地
寺
人
」
の
も
つ
村
落
支
配
者

の
位
置
を
利
用
し
て
、
共
同
鑓
規
制
を
自
己
に
有
利
に
は
た
ら
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
危
機
を
回
避
し
、
地
主
1
小
作
闘
係
を
維
持

し
よ
ろ
と
し
た
の
で
あ
右
。

ま
た
一
方
で
は
、
騒
動
調
停
を
不
服
と
し
℃
、
「
去
亥
年

(1丈
化
一
二
年
)
預
ク
米
引
分
の
義
に
付
申
草
加
て
旧
地
差
返
し
手
作
相
成
、

営
丑

(1文
成
一
二
年
)
正
月
迄
に
残
ら
ず
害
一
返
し
」
(
「
文
政
三
一
年
相
波
中
一
札
之
事
」
)
と
、
小
作
地
引
上
げ
を
強
行
す
る
己
と
に
よ
っ

て
、
小
作
人
へ
打
撃
砕
あ
た
え
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
に
わ
い
て
、
文
政
一
一
年
に
ふ
た
た
び
小
作
騒
動
が
勃
濯
す
る
。
い
ま
「
文
政
一

一
年
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
凶
」
か

b
、
要
貼
を
摘
記
し
て
み
よ
う
。

下
撫
川
村
小
作
人
七
人
は
、
小
作
米
蹴
額
要
求
が
い
れ
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
小
作
地
を
逗
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
庄
屋
か
ら
寸
左
様
相
成
比
て
は
村
方
表
徴
の
基
と
、
坂
上
比
御
同
地
H

主
迄
の
遁
相
緩
致
す
ベ
し
」
と
、
意
見
さ
れ
、
か
つ
領
主
か

ら
屯
注
意
さ
れ
た
。

附
小
作
人
に
と
っ
て
は
ヨ
も
ち
ろ
ん
、
「
全
く
渡
世
相
績
の
困
地
に
御
座
仙
え
ば
、
預
り
申
さ
ず
て
は
家
内
-
同
食
用
む
手
首
も
ご
ざ
な
く
」
の
小
作

地
で
あ
っ
た
か
ら
、
好
守
」
の
ん
で
遅
し
た
の
で
は
な
い
。
士
ず
大
庄
匿
の
意
聞
に
L
た
が
い
扇
町
地
相
演
岬
座
U
」
こ
と
に
七
た
。

州
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
「
如
何
様
の
罷
御
座
候
哉
、
其
後
は
村
方
白
岩
諸
事
不
寅
合
に
御
座
仇
て
甚
毘
迷
惑
」
と
い
ろ
村
λ
分
で
小
作
人
を
お

寄
生
地
主
制
の
影
成
過
程

第
七
十
王
巻

七

第

晶官

五



寄
生
地
主
制
の
形
成
渇
程

第
七
十
五
巻

i¥ 

第

鵠

五

E
L、
さ
ら
に
村
落
共
同
践
の
底
力
で
、
い
い
が
か
り
を
つ
け
て
き
た
。
す
な
わ
ち
「
去
る
二
六
百
タ
下
撫
川
村
山
門
顕
共
外
百
姓
-
同
紋
右
衛
門
宅

へ
寄
合
仕
出
て
、
紅
共
七
人
の
者
へ
甑
談
仕
度
凶
間
罷
出
出
様
申
越
川
仰
に
付
、
早
謹
開
閉
出
M
W
底
、
右
側
頭
よ
わ
申
聞
凶
は
、
先
建
て
大
庄
屋
よ
り
理

解
こ
れ
あ
り
凶
節
は
、
一
一
同
相
断
り
置
比
て
、
此
度
如
何
様
の
謬
に
て
御
困
地
相
続
致
L
M出
哉
其
栂
煮
決
り
度
冒
申
悶
出
に
付
、
前
傑
惇
骨
御
摂
解

の
始
山
市
一
土
辺
得
仕
り
U
慮
、
一
日
大
庄
屋
手
前
相
断
り
な
が
ら
、
向
叉
田
地
預
り
U
て
は
大
庄
屋
に
封
L
相
済
主
ぎ
る
儀
、
此
義
は
如
何
致
L
M

哉
、
角
叉
右
脱
申
L
杢
〈
相
淫
仙
上
は
、
長
湿
度
々
寄

AE致
L
、
入
用
多
く
こ
れ
あ
り
U
問
、
其
方
共
よ
り
時
間
ら
ず
排
じ
出
L
U
様
こ
れ
を
申
L
、

御
困
地
作
り
U
哉
を
、
大
勢
に
て
理
一
小
室
に
了
誼
青
ハ
迷
惑
に
存
巳
仙
」

(吋

i T 
淀 L
}こて
中目
遁小
句作
凶人
何七
受人
祖1 ;'1. 
威
光領
を主
以佼
て所
'U へ
頭訴
共へ
ー出
同?と
御 i

E詞
L 回
御地
吟預
味り
成申
下吉
さず
れ U
出て
ては

果需
村相
方績
のイ士
者り

童手
仕出
らへ
f If 

官、役
共赴
御故
回陣
地仕

詰』

成
同
様

」

し
か
も
、
判
頭
と
と
も
に
、

こ
と
で
は
、
は
っ
き
り
と
村
役
人
を
中
心
と
す
る
村
落
共
同
髄
規
制
の
底
力
が
、
七
人
の
小
作
人
に
か
か
っ
て
い
る
の
ぞ
あ
っ
た
。

「
方
四
人
共
同
様
田
地
預
り
罷
在
同
得
共
」
し
に
い
わ
れ
る
、
お
た
じ
立
場
に
あ
る
べ
き
小
作
人
ま
で
、
地

主
側
に
動
員
さ
れ

τ、
小
作
人
同
志
の
あ
い
だ
で
封
有
吉
骨
ら
れ
て
い
た
。

か
く
し
て
、
農
民
的
商
品
経
済
登
展
、
農
民
的
土
地
所
有
前
準
の
成
果
、
イ
あ
る
匹
穿
的
利
潤
分
回
を
め
ぐ
っ
て
た
た
か
わ
れ
た
小
作

騒
動
は
、
地
主
側
り
共
同
世
規
制
利
用
に
工
る
村
八
介
、
八
何
裂
政
策
に
も
と
づ
く
小
作
人
同
志
の
反
日
割
立
化
と
い
う
、
た
く
み
な
地

主
攻
勢
白
前
に
、
お
し
つ
y
泊
さ
れ
て
し
ま
う
の
?
で
あ
っ
た
。

(
以
上
の
小
作
騒
動
史
料
金
丈
は
、
拙
稿
「
備
市
酒
津
梶
谷
家
の
小
作
問
題
」
|
|

島
政
調
査
令
嗣
『
小
作
騒
動
に
胸
ナ
る
史
料
集
』
に
記
し
て
あ
る
)

こ
れ
に
た
い
し
て
、
伊
平
次
の
居
村
泊
律
村
て
は
、
一
件
白
小
作
騒
動
も
お
と
ら
ず
、
ま
た
不
納
小
作
料
強
制
徴
牧
の
文
書
す
ら
み

b



れ
な
い
の
は
、
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
地
主
伊
平
次
の
小
作
人
に
た
い
す
る
絶
封
的
優
位
は
、
た
に
に
も
と
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

』つ

/，さ
』γ き
弗E に
用(わ
7Jく註7こ
'-~し

をは

オド
i樋
由良

Eコ
石
槌
十亡

事理
更
す
る
と。
己

重量
力
し
プ乙
功
に
よ
り

梶
谷
家
が
村
役
人
筋
の
家
柄
て
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

か
れ
は
、

水
田
耕
作
に
不
可
決
な
濯
祇
用
水

l

「
八
ケ
郷
樋
方
」
と
し
て
、
つ
ね
に
「
用
感
水
等
の

目
論
見
世
話
仕
り
」
、
酒
津
村
の
み
な

b
ず
、
八
ケ
郷
用
水
組
合
村
々
に
た
加
し
て
、

大
き
友
カ
を
も
づ
て
い
た
『
文
政
二
一
一
年
乍
恐
成

寄
付
奉
申
上
U
」)。

(
註
)
「
入
ケ
郷
用
水
」
と
は
、
沼
津
村
に
高
梁
川
か
b
白
取
入
口
を
も
ち
、
窪
昆
・
津
宇
南
部
は
じ
め
、
児
島
問
に
聞
し
た
興
院
羽
田
地
帯
を
も
濯

慨
す
る
乙
の
地
方
で
の
最
大
用
北
を
い
う
。
そ
の
詳
細
に
づ
い
て
は
、
『
八
ケ
抑
用
北
止
』
玄
た
は
喜
多
柑
俊
夫
『
日
本
濯
慨
北
利
慣
行
白
血
的
研

究
』
を
み
よ
。

と
こ
ろ
で
、

「
諸
事
出
入
等
様
々
取
躍
に

τ十
に
し
て
八
九
迄
下
済
仕
出
桂
奇
伏
仕
居
申
も
の
に
御
座
出
」

「
村
内
小
前
首
姓
心
得

連
の
も
の
共
は
、
平
日
厚
く
申
散
し
、
既
に
同
人
住
居
罷
在
耕
地
に
て
は
会
事
出
入
ケ
同
敷
儀
己
れ
な
く
し

「
文
政
一
一
一
一
年
乍
恐
M
書
付

車
申
上
出
」
)
と
い
と
つ
。

伊
卒
女
の
小
前
百
姓
に
た
い
す
る
自
信
、
、
な
い
し
は
村
内
に
治
け
る
支
配
者
的
地
位
を
か
た
る
言
葉
は
、
は
た
し

て
前
に
の
ベ
た
用
水
管
理
擢
だ
け
か
ら
愛
せ

b
れ
た
も
の
て
あ
ろ
う
か
。
土
地
集
積
が
急
速
に
す
す
み
、
か
れ
自
身
寄
生
化
し
は
じ
め

る
化
政
期
は
、
村
落
内
部
日
目
農
民
階
級
内
部
白
針
立
が
激
化
し
、
隣
村
倉
敷
村
て
は
、
村
役
人
へ
の
不
満
が
村
方
騒
動
に
ま
て
た
か
ま

っ
た
と
き
で
あ
る
(
拙
稿
「
近
世
村
落
の
構
造
饗
佑
k
村
方
騒
動
L

『
総
済
論
叢
』
七
四
巻
一
一
暗
)
。

ま
た
前
述
下
撫
川
村
は
じ
め
、
居
村
M

げ
て

は
、
不
在
地
主
に
た
い
す
る
小
作
験
動
が
あ
ま
た
ひ
き
お
こ
さ
れ

τい
た
。
初
期
以
来
の
村
議
共
同
胞
の
し
く
み
は
、
い
ま
や
あ
き
ら

か
な
危
機
に
た
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
沿
い
て
、
寄
生
地
主

l
新

b
し
い
農
村
支
配
者
に
よ
る
共
同
髄
規
制
の
再
編
利
用
が
問

題
と
在
っ
て
き
た
。

寄
生
地
主
制
の
形
成
温
程

事
七
十
五
巷

:fc 

第

晶官

主



寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

第
七
十
五
番

O 

第

強

王
国

分
家
出
身
伊
平
次
は
、

「
目
立
接
交
作
方
蒔
附
等
は
勿
論
、

諸
事
の
受
引
時
々
相
談
仕
り
、

い
わ
ば
在
村
の
一
一
家
良
と
し

τ褒
展
し
て
き
た
。
み
ず
か
ら
農
業
生
産
に
従
事
す
る
伊
平
次

(
親
か
ら
一
)

差
園
を
受
取
計
M
W

由」

(
「
丈
政
二
一
二
咋
乍
恐
以
苔
附
奉
申
上
仙
」
)
の
、

が
つ
ね
に
洪
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
用
水
改
善
に
努
力
し
た
心
も
、
十
八
7
理
r
回
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
か
れ
が
、
村
役

危
機
に
た
っ
化
政
期
村
落
支
配
者
層
を
、
批
判
し
攻
撃
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
(
あ

た
か
も
そ
札
は
、
肯
敷
村
に
担
げ
る
新
穂
祇
商
人
地
主
と
栢
晶

f
る
「
強
味
」
で
あ
っ
た
)
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
寄
生
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
の
一
統
ぜ
た
か
っ
た
乙
と
は
、

か
れ
伊
千
女
と
小
作
人
と
白
階
級
封
立
が
あ
き
ら
か
に
な
る
と
し
て
も
、
村
方
窮
民
〈
の
助
情
米
、
小
作
人
家
作
援
助
、
小
作
料
減
菟

な
ど
、
適
宜
の
思
恵
的
懐
柔
政
策
を
と
る
こ
と
に
よ
一
ツ
て
‘
た
〈
み
に
封
立
を
は
ぐ
ら
し
、
危
機
を
回
避
し
て
た
の
で
あ
る
(
た
と
え

ば
、
主
政
七

i
一
二
年
の
六
牛
凶
に
、
入
作
の
恩
翠
策
が
沼
津
村
で
之
ら
れ
て
い
る
。
同
上
丈
書
)
。

す
な
わ
ち
、
居
村
酒
津
に
お
け
る
寄
生
地
主
伊
平
吹
の
小
前
百
姓
・
小
作
人
に
た
い
す
る
自
信
の
言
葉
は
、
ふ
る
い
村
落
支
配
者
が

も
っ
血
縁
的
・
門
問
的
支
配
を
遁
ず
る
村
落
共
同
館
規
制
士
、
た
だ
た
ん
陀
、
向
己
む
た
め
に
有
利
に
は
た
ら
か
せ
る
己
と
が
で
き
る

と
と
か

b
、
四
民
寸

b
れ
る
よ
ろ
な
も
の
と
は
ち
が
っ
て
、
新
ら
し
い
経
済
関
係
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
階
級
劉
立
を
、
経
済
力
を

も
っ
て
堅
伏
し
う
る
と
い
う
、
新
ら
し
い
農
村
支
配
者
の
み
が
も
っ
と
と
り
で
き
る
自
信
で
あ
っ
た
。

信
記
寄
生
地
主
と
村
落
共
同
盟
と
の
闘
連
忙
ワ
い
て
は
、
羽
品
卓
也
氏
の
す
「
れ
た
業
績
『
近
世
日
本
社
曾
史
研
究
』
(
昭
和
竺
九
年
〕
が
あ
る
。

だ
が
羽
島
氏
自
主
う
に
、
在
村
地
主
に
お
け
る
封
小
作
人
闘
停
を
共
同
閣
の
支
配
者
的
地
位
か
b
の
与
1

し
ば
し
ば
情
緒
的
な
雰
囲
気
が
か
も
し
出

さ
れ
、
」
「
地
主
小
作
闘
係
は
し
ば
し
ぼ
官
事
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
親
子
関
係
に
ま
で
擬
制
」
さ
れ
一
之
い
た
(
一
四
六
頁
)
と
、
解
輯
さ
れ
て
い
る
と

ー
と
は
納
得
で
き
な
い
。
わ
た
L
は
行
論
で
遺
べ
て
き
た
よ
う
に
、
地
主
手
作
に
和
け
る
人
格
的
支
配
闘
停
は
、
土
地
の
商
品
化
、
と
と
も
に
、
し
だ
い

に
〈
ず
れ
て
ゆ
き
、
寄
生
地
主
制
の
も
と
で
は
、
と
れ
ま
で
か
く
さ
れ
て
い
た
経
済
的
階
法
的
劃
立
闘
停
が
表
面
に
明
確
化
し
、
と
れ
を
お
さ
え
、



階
級
封
立
を
ネ
グ
レ
ク
ト
す
る
た
め
、
と
く
に
居
村
で
は
思
悪
的
懐
柔
政
策
が
必
要
ー
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
u

「
親
子
関
係
に
ま
で
擬
制
」
さ
れ
て
い

る
ま
う
に
晶
玉
る
の
は
、
た
ん
に
そ
の
表
面
白
現
象
に
す
ぎ
な
い

以
卜
わ
れ
わ
れ
は
、
寄
生
地
宅
制
の
内
部
構
造
を
、
村
諮
共
同
慢
と
の
一
関
連
か

b
分
折
し
て
き
た
。
そ
こ
て
は
、
階
級
謝
立
激
化
に

調
態
す
る
も
の
と
し
て
、
居
村
酒
津
村
に
お
い
て
は
、
恩
恵
酌
懐
柔
政
策
て
危
機
を
回
避
し
、
経
済
的
宜
カ
を
も
づ
て
小
作
人
主
完
全

に
墜
服
さ
せ
る
に
及
品
自
信
を
も
っ
て
い
た
c

ま
た
、
他
村
一
小
在
地
主
と
し
て
は
、
村
役
人
の
た
か
か
ら
小
作
米
徴
牧
の
「
地
寺
人
」

を
え
ら
び
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
落
共
団
関
規
制
を
、
自
己
に
有
利
な
る
工
う
展
開
さ
せ
、
も
っ
て
小
作
料
減
免
を
要
求
す
る
小
作

騒
動
を
犀
服
し
つ
つ
寄
生
地
主
制
を
成
立
さ
せ
、
か
つ
維
持
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
一
臆
は
回
避
さ
れ
た
階
級
針
立
も
、
や

が
て
は
ま
弁
鳳
点
化
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
共
同
開
規
制
と
て
、
か
な
ら
ず
し
も
不
在
地
主
の
利
往
に
印
悔
し
な
く
な
る
と
き
が
く
る
。

さ
b
に
、
封
建
領
主
が
本
心
か
ら
、
領
主
的
土
地
所
有
に
封
立
す
る
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
を
許
容
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か

ぎ
り
、
小
作
米
政
取
に
お
け
る
地
主
取
分
が
、
領
主
年
賞
新
お
か
し
、
現
物
地
代
原
則
貫
徹
を
阻
害
す
る
よ
う
に
な
る
に
い
た
れ
ば
、

封
建
領
主
と
て
、
だ
ま
っ
て
阿
る
は
ず
は
た
い
。
と
す
れ
ば
、
寄
生
地
主
は
上
下
か
ら
挟
撃
さ
れ
る
こ
と
に
た
る
。
寄
生
地
主
は
い
か

な
る
方
塗
を
静
ず
る
ぞ
あ
ろ
う
か
。

寄
生
地
主
と
明
治
維
新

'
l
1天
保
改
革
を
め
「
っ
て
l
l』

世
直
し
一
撲
白
激
化
、
領
主
財
政
の
一
一
暦
の
窮
乏
化
、
加
わ
ゆ
る
封
建
的
危
機
の
深
化
に
直
両
し
た
幕
末
の
蒋
領
主
は
、
ま
ず
危
機

打
開
策
と
し
て
、
新
ら
し
H
農
村
支
配
者
て
あ
る
寄
生
地
主
屠
を
、
町
小
H
3
か
ら
の
側
に
つ
け
よ
う
と
す
る
。
具
値
的
に
は
、
化
政
期
以

寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

第
七
十
五
告

第

塁走

五
コb.



寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

第
七
十
五
巷

第
二
按

五」ハ

降
、
ト
く
に
滋
議
さ
れ
る
「
苗
字
帯
万
御
覧
L

に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
、
農
民
的
統
一
戦
線
を
分
裂
さ
せ
る
政
策
の
横
大
強
化
て
あ
っ

弁
。
か
わ
り
に
寄
生
地
主
か
ら
は
多
額
の
上
納
金

l
「
御
園
恩
冥
加
金
」
が
取
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
や
、
寄
生
地
主
は
商

業
資
本
と
、
と
も
に
、
封
建
領
主
の
も
っ
と
も
た
の
み
が
い
あ
る
財
源
て
あ
り
、
同
時
に
、
農
村
に
お
い
て
は
領
主
的
支
配
白
末
端
を
に

危
う
重
要
た
構
成
員
に
た
り
あ
が
っ
た
白
で
あ
る
。

一
村
惣
百
株
へ
高
割
て
命
じ

τacた
御
用
金
も
、
い
ま
で
は
、
も
つ
ば
ら
商
人
地
主
た
ど
新
b
し
い
農
村
文
阻
者
だ
け

J
L

負
捨
す
る
よ
う
に
在
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
ほ
か
た
ら
ぬ
小
前
百
姓
白
た
た
か
hv
が
結
果
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
高
割
賦
課
の
不
公
平

は
、
倉
敷
村
新
穂
古
旅
騒
動
の
様
な
村
方
騒
動
を
ひ
者
お
こ
さ
吐
た
し
、
あ
い
ヲ
ぐ
重
課
は
、
世
直
し
一
擦
を
激
化
さ
せ
た
。
い
ま
や
、

か
つ
て
は
、

住
主
御
用
金
は
、
ひ
と
り
商
人
地
主
の
み
が
せ
沿
わ
ざ
る
か
ι

え
た
く
た
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
梶
谷
由
来
の
場
合
に
つ
い
て
み
よ
う
。
文

政
四
年
か
ら
天
保
二
一
年
ま
で
に
、
何
か
に
つ
け
て
徴
収
き
れ
た
主
要
な
上
納
金
八
件
に
つ
い
て
だ
け
で
も
、
米
七
四

O
石
と
一
一

0
0

俵
、
薬
二

O
O俵
、
銀
一
五
貫
、
金
三

O
O繭
に
の
ぼ
っ

τい
る
(
「
丈
久
二
年
賢
」
)
。
己
れ
に
た
い
し
て
倉
敷
代
官
は
、
天
保
二
年
「
苗

字
永
代
御
混
」
・
「
年
寄
市
L

骨
、
天
保
七
年
「
庄
屋
格
」
を
、
さ
ら
に
「
年
来
勝
手
向
厚
世
話
致
呉
川
に
付
」
の
盟
由
て
、
代
官
役

間
白
「
仰
勝
手
芳
一
御
殺
人
並
し
の
地
位
特
棒
を
あ
た
え
、

備
中
矢
掛
陣
屋
は
、

天
保
六
年
「
=
一
人
扶
持
」

を
伊
平
次
陀
だ
し
て
い
る

(
害
関
係
丈
害
に
よ
る
)

O

か
く
し
て
梶
谷
伊
干
次
は
、
沼
津
村
て
は
「
年
寄
並
」
「
庄
屋
格
」
と
し
て
、
村
役
人
と
肩
を
な
b
eへ
、
村
政
に

大
き
な
裂
す
口
力
士
も
つ
こ
と
と
な
り
、
そ
の
経
消
的
貿
力
と
あ
わ
せ
て
、
村
落
支
配
を
よ
り
有
利
な
か
た
ち
て
た
し
う
る
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
支
配
代
官
所
へ
は
、
「
御
勝
手
方
御
役
人
並
」
の
士
分
格
て
出
入
し
、
領
主
財
政
へ
も
あ
づ
か
る
の
で
あ
る
o

も
ち
ろ
ん
、
己

れ
b
心
地
位
、
特
権
が
、
経
済
的
議
民
過
程
に
顕
著
に
瓦
版
し

τい
る
こ
と
は
、
前
辿
第
一
、
-
一
去
に
示
し
た
と
お
り
で
め
ワ
た
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
領
主
権
力
l
代
官
役
人
へ
の
骨
骨
紅
蓮
繋
だ
け
て
、
み
ず
か

b
に
た
い
す
る
小
作
入
、
小
前
百
姓
屠
の
樹
立
を
、



お
し
つ
ぶ
す
こ
と
は
ぞ
き
友
か
っ
た
。
小
作
騒
動
に
直
面
し
、
つ
ね
に
危
機
を
意
識
し
て
い
た
寄
生
地
主
梶
谷
伊
平
次
が
、
文
政
六
年

備
中
コ
一
山
村
一
挟
女
書
(
「
備
中
国
三
山
村
升
三
ク
村
之
者
共
私
釘
波
難
雄
一
件
御
裁
許
欺
」
)
中
¥

文
政
七
年
倉
敷
村
新
肱
古
藤
騒
動
の
訴
欣

(
「
乍
恐
以
告
付
車
闘
上
候
」
、
新
除
古
昨
騎
動
に
つ
い
て
は
拙
稿
コ
紅
位
付
務
の
構
造
控
佑
k
村
方
騒
動
」

『
紹
済
論
議
』
七
回
会
二
日
目
)
た
ど
を
あ
っ

め
て
い
る
の
一
も
、
世
舎
の
動
さ
に
た
い
し
て
白
介
た
り
の
態
勢
?
と
と
の
え
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
、
い
う
こ
と
が
で
き
工
う
。
ま

た
封
建
領
主
が
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
を
完
全
に
許
容
し
、
み
ず
か
ら
の
存
立
基
盤
に
し
て
は
い
た
か
っ
た
こ
と
は
、
く
り
か
え
し
述

べ
た
と
治
り
で
あ
る
c

寄
生
地
主
制
は
、
農
民
居
心
階
級
分
化
L
r

反
封
建
斗
争
が
ひ
者
沿
こ
し
た
、
封
建
領
主
の
財
政
|
政
治
危
機
に

調
隠
す
る
ネ
Y
十
リ

l
・
イ

1
ず
と
し
て
う
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
売
が
っ
て
、
農
民
的
士
地
所
有
が
す
す
み
寄
生
地
主
的

「
有
徳
の
町
人
百
姓
煙
自
分
に
田
畑
買
求
、
小
百
姓
共
へ
下
作
致
さ
せ
、
出
来
立
米
等
致
取
納
銘
土
問
領
の
様

区、土
J口、、丸品
得、所
有
力J
」成

と立
(し
事、
刃包

玉
三年
佐
賀
欝
t去
度，J、
!li] 
武
夫

『

荷
主主
賀
離
の
f今
回

制
度
』

一O
五
買
)
、

は
っ
さ
V
ノ
ー
と
領
主
的
土
地
所
有
に
針
す
し
て

J
、
る
と
一
宮
、
封
建
領
主
の
態
度
は
、
そ
り
基
本
原
則
に
し
た
が
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
和
る
ロ
こ
と
に
お
い

γ
、
実
保
改
革
は
上
程
さ
れ

(

出

副

)

匂
匂
。

(
註
)
天
伴
改
平
の
意
識
に
づ
い
工
は
、
後
藤
崎
「
幕
政
改
革
L

『
歴
史
卒
的
研
究
』
一
七
六
閥
抗
を
み
工
。
と
こ
で

μ
、
主
観
勢
力
と
し
て
の
商
人

地
主
が
、
一
主
明
治
維
新
監
製
求
す
る
に
い
た
づ
た
か
、
主
い
ろ
貼
か
ら
の
み
天
保
改
革
の
設
割
を
考
え
る
ζ

と
に
す
る
。
さ
ら
に
積
極
的
た
理
解

は
、
別
硝
「
幕
政
改
革
の
世
曾
的
基
盤
」
堀
江
英
一
編
『
薄
政
改
革
の
研
究
』
所
牧
で
、
と
ζ
z
o
h
る
は
ず
で
あ
る
u

天
保
二
-
Z出
A

(

一
八
回
二
)
に
は
じ
ま
る
幕
府
白
改
革
政
治
は
一

抑
麗
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
機
織
奉
公
禁
止
、
旅
仲
間
解
放
、
士
た
一
都
心
諸
藩
て
と
ら
れ
た
均
同
制
(
佐
賀
薄
長
州
藩
な
ど
、

問
屋
商
人
、
寄
生
地
主
、
マ
ニ
ユ
フ

7
グ
チ
ユ
ア
ー
ー
と
れ

b
は
享
保
以
降
、
封
建

こ
れ
ま
で
の
諸
政
策
を
批
判
し
、
登
展
す
る
農
民
的
商
品
経
済
を
、

指
極
的
に
は
信
川
よ
旧
待
。
「
永
絞
謡
L
)

に
せ
よ
、

寄
生
地
主
刷
山
形
成
姐
程

第
七
十
主
管

茸壬

量量

豆
七



寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

第
七
十
五
巻

囚

第

量量

五
/、

領
主
の
分
裂
政
策
企
業
盤
に
護
展
し
た
も
白
で
あ
っ
た
ー
ー
と
い
う
中
間
項
を
排
除
し
て
、
封
建
領
主
が
、
直
接
的
に
生
産
者
農
民
主

っ
か
も
う
と
こ
こ
ろ
み
た
反
動
政
策
で
あ
っ
た
。
倉
敷
代
官
所
て
は
、
大
御
所
時
代
に
放
漫
施
政
を
お
こ
た
っ
た
古
橋
代
官
が
罷
菟
さ

れ
、
代
官
と
む
す
ん
だ
八
人
心
町
人
・
農
民
も
、
同
時
に
慮
罰
と
し
て
御
用
金
主
命
ぜ
ら
れ
た
。
八
人
の
う
ち
七
人
ま
で
は
、
倉
敷
村

た
だ
一
人
村
外
か

b
梶
谷
伊
千
次
が
加
っ
て
い
た
(
『
岡
山
豚
也
史
』
下
二
同
士
頁
)
ロ

。
新
椋
祇
商
人
地
主

l
新
村
役
人
居
で
あ
っ
た
が
、

か
札
心
「
仰
勝
手
方
仰
佼
人
並
」
の
地
位
、
か
わ
ぎ
わ
い
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
い
ぞ
天
保
一
五
年
勘
定
奉
行
は
、
上
方
筋
出
先
代
官

に
た
い
し
て
、
苗
字
帯
力
許
可
に
さ
い
し
て
は
、
か
な
ら
ず
江
戸
へ
報
告
し
て
奉
行
白
決
を
う
け
る
よ
う
命
じ
(
「
辰
九
月
場
」
)
、
出
先

代
官
白
後
令
を
禁
じ
、
あ
わ
せ
て
豪
商
農
と
の
直
接
的
な
す
び
づ
き
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
弘
佑
二
年
に
は
、
地
主
高
利
貸
斉

本
の
小
作
品
市
・
貸
付
銀
・
借
屋
質
な
ど
の
滞
納
に
、
棄
損
を
命
じ
た
c

劉
裂
は
、
倉
敷
の
商
人
地
主
水
深
・
植
田
・
大
橋
三
名
で
あ
っ

た
が
、
か
れ

b
に
つ
ぐ
宵
家
梶
谷
伊
平
次
へ
の
え
い
き
ょ
う
は
大
で
あ
っ
た
ろ
う
(
「
小
野
民
日
記
」
倉
取
市
東
町
小
野
家
文
書
)
。
ま
こ
と

に
、
天
保
改
革
は
、
寄
生
地
主
問
屋
商
人
に
は
、
苦
難
の
と
き
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
天
保
改
革
を
ひ
と
つ
り
契
機
と
し
て
、
商
人
地
主
厨
は
、
与
ず
か
ら
の
位
置
と
封
建
領
主
と
の
謝
立
を
意
識
し
は
じ
め
、

以
後
念
濯
に
、
幕
藩
牒
制
民
反
射
す
る
態
度
を
と
り
は
じ
め
る
。
小
前
百
姓
の
反
封
建
斗
守
は
散
化
し
、
事
諸
問
制
を
根
祇
か
ら
ゆ
る

が
し
て
い
た
。
世
直
し
一
段

l
小
作
騒
動
心
危
機
は
ひ
し
ひ
し
と
身
に
せ
ま
っ

τき
た
。
幌
市
廿
伊
平
次
は
そ
れ
を
銃
敏
に
感
じ
と
っ
て

い
た
。
領
主
楼
力
は
弱
模
化
し
、
寄
生
地
主
制
の
保
読
に
十
分
て
な
い
の
み
た
ら
ず
、
小
作
米
滞
納
の
棄
損
ず
ら
命
じ
て

4
る
。
御
用

金
は
増
徴
さ
れ
、
あ
ま
つ
さ
え
大
名
貸
は
こ
げ
つ
き
ふ
み
た
治
さ
れ
る
o

寄
生
地
主
的
土
地
所
有
護
展
に
、
さ
ら
に
寄
生
地
主
制
確
立

に
と
っ
て
、
幕
落
幽
旧
制
は
あ
き
b
か
た
根
材
て
あ
る
と
と
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
倉
敷
村
の
商
人
地
主
大
橋
・
植
回
は
、
し
だ
い
に

代
官
所
か

b
遠
ざ
か
り
、
幕
末
文
久
慶
障
で
は
倒
幕
謹
動
に
む
り
だ
す
(
倉
政
村
の
改
革
紙
同
盟
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
幕
政
改
草
む
祉
合



的
基
盤
」
で
〈
わ
L
〈
唱
と
り
あ
ヲ
か
う
)
。

天
保
二
二
年
児
島
機
業
に
た
悼
す
る
「
御
憐
書
」
(
『
児
島
郡
誌
』
四
八
五
頁
)
は
、

グ
チ
ユ

7
を
家
内
工
業
に
迷
碍
さ
せ
(
柴
田
一
「
備
前
務
南
部
に
於
け
る
農
村
工
業
の
一
考
察
」
『
吉
備
地
方
且
』
七
掠
)
、
深
大
坊
兄
弟
(
明
治

マ
ニ
ユ

7

7

一
二
年
十
基
拙
績
の
-
で
あ
る
下
村
紡
績
創
立
者
)
ら
昔
、
倒
幕
祇
へ
沿
も
む
か
せ
る
困
と
な
る
。
梶
谷
伊
平
次
は
、
嘉
永
三
年
(
二
八
疋
O
)

に
い
た
り
、
弘
化
一
年
度
心
無
利
足
貸
付
金
一
四
百
隔
の
一
返
還
を
、
水
淳
一
三

O
雨
)
粧
回
(
七
O
雨
)
大
橋
(
…
0
二
雨
)
と
と
も
児
、

代
官
所
へ
要
求
す
る

U
(「
号
車
三
年
乍
恐
以
寄
付
富
市
申
上
侠
」
)
、
さ
ら
に
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
て
は
、

「
漸
く
身
元
渡
世
向
相
奈
川
仲
」

を
理
由
に
、
は
っ
き
り
と
御
用
金
賦
課
を
拒
否
す
る
に
い
た
る

(
「
安
政
一
一
年
乍
恐
以
脊
位
奉
申
上
位
」
)
。

と
と
に
沿
い
て
か
れ
ら
商
人
地

主
の
「
改
宗
」
が
は
じ
ま
る
。
イ
デ
庁
ロ
ギ
!
と
し
て
、
黒
佳
品
棋
の
神
道
思
想
、
園
剛
院
干
の
傘
壬
擁
夷
目
前
ほ
か
れ
ら
を
と
ら
え
、
そ
の
改

宗
を
ス
ム
ー
ス
に
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
文
久
以
降
、
森
田
節
粛
・
E

野
図
巨
・
江
木
鰐
水
ら
の
往
復
は
げ
し
と
、
草
芥
浪
士
と
し
て

の
兵
姑
郁
の
役
割
を
に
な
っ
て
、
か
れ
ら
商
人
地
主
居
倒
幕
振
の
政
治
的
資
践
が
み
b
れ
る
工
う
陀
た
る
。

と
も
あ
れ
、
隣
村
倉
敷
村
て
は
、
廃
際
ニ
年
代
官
所
焼
討
を
演
黙
と
す
る
活
液
た
討
幕
運
動
が
展
開
さ
れ
る
が
、
梶
谷
伊
平
決
が
政

治
活
動
に
の
り
だ
し
た
あ
と
は
み
ら
れ
芯
い
。
た
だ
「
慶
臆
丙
寅
長
落
士
民
老
末
家
運
遺
書
」

「
上
方
騒
動

お
ど
け
厄
仕
ら
ひ

ν、

ろ
は
た
と
〈

百
人
一
首

阿
保
柁
羅
経
」
な
ど
の
文
書
所
持
か
ら
、
幕
末
政
治
情
勢
に
た
い
す
る
関
心
の
ほ
ど
は
し
ら
れ
る
。
ま
た

安
政
二
年
に
-
罰
さ
れ
た
上
納
金
担
否
の
態
度
も
、
翌
三
年
「
帯
刀
一
代
御
菟
」
、
同
六
年
岡
山
崎
酔
主
主
り
「
御
夜
美
銀
十
枚
縮
緬
五
反
頂

様
、
慶
臆
一
一
年
「
梓
刀
永
代
仰
見
」
と
、
つ
づ
く
領
、
エ
権
力
の
一
だ
き
こ
み
に
工
り
軟
化
さ
れ
、

「
江
戸
城
本
丸
普
請
上
納
金
」
な
ど
を

き
し
だ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
梶
谷
伊
平
次
が
政
治
的
活
動
へ
ふ
み
だ
さ
友
か
っ
た
む
も
、
決
定
的
に
は
、
倉
敷
村
に
お
げ
る
よ
う
友

尖
鋭
た
階
級
制
目
立

l
打
己
わ
し
に
直
面
し
な
か
っ
た
貼
に
も
と
め
ら
れ
よ
う
。
沼
津
村
で
は
、
小
作
騒
動
も
打
己
わ
し
も
お
こ

b
た
か

づ
た
た
め
、
梶
谷
伊
平
次
の
危
機
意
識
は
、
観
念
的
た
も
む
を
こ
え
る
こ
と
が
て
き
ず
、
た
だ
み
ず
か
ら
の
経
済
的
利
害
だ
け
が
、
世
帯

寄

生

地

主

制

の

形

成

過

程

第

七

十

五

巻

一

二

五

第

二

挽

五

九



寄
生
地
主
制
の
形
成
温
程

第
七
十
王
佐

プ之

第

量置

ノ、
ιJ 

落
胆
制
を
忌
避
さ
せ
る
よ
う
し
む
け
た
の
で
あ
っ
た
。

徳
川
幕
府
に
か
わ
る
天
皇
制
政
府
心
成
立
、
絶
封
主
義
確
立
の
過
程
は
、
幕
落
領
土
一
的
土
地
所
有
田
園
家
的
封
建
的
土
地
所
有
へ
の

統
一
て
あ
り
、
明
治
五
年
同
州
永
代
資
質
解
禁
、
六
年
租
地
改
正
に
い
た
る
足
ど
り
は
、
農
民
的
商
品
経
済
と
農
民
的
土
地
所
有

1
寄

生
地
主
的
土
地
所
有
の
前
進
で
あ
っ
た
。
商
人
地
主
羽
目
展
白
維
新
愛
車
遇
税
に
お
い
て
、
寄
生
地
主
梶
谷
伊
平
次
の
小
作
地
が
、
六
年

l

一
七
年
二
倍
、
二
十
三
年
四
倍
註
く
増
大
す
る
心
も
営
然
ゼ
あ
ろ
う
。

だ
が
明
治
以
降
の
寄
生
地
主
制
確
立
期
の
諸
問
題
は
、
ま
た
稿
を
あ
ら
た
め
て
あ
っ
か
わ
ね
ば
な
ら
た
い
。

附
記
、
本
稿
は
昭
和
二
十
九
年
度
文
部
省
科
事
肝
究
助
成
補
油
企
に
よ
る
許
究
報
告
で
あ
る
。




